
臨床倫理指針

1. 患者さんの人権、意思を尊重し、有益かつ公平な医療を行います。
2. 治療方針の十分な説明と同意に基づいた医療を行います。
3. 患者さんの個人情報を保護し、医療者の守秘義務を遵守します。
4. 治療にかかわる法令を遵守し、ガイドラインに準じた医療を行います。
5. 院内の各種委員会（倫理委員会、治験審査委員会、臓器提供委員会
　 など）の審議結果に基づいた医療を行います。

こども患者さんへのお願い

1. あなたは、病気が早く治るために、あなたのからだや気もちのことを
　 できるだけくわしく病院の人たちに話してください。
2. あなたと同じように入院している患者さんが気もちよく過ごせるように
　 病院の約束を守ってください。

びょうき はや なお

にゅういんおな

びょういん やくそく まも

かんじゃ き す

びょういん ひと はな

き

かんじゃ ねが

こども患者さんへの約束

1. あなたは、いつでもひとりの人として大切にされます。
2. あなたは、あなたにとって一番よい医療を安全に受けることができます。
3. あなたは、あなたの病気のこと、病気を治していく方法について、
　 いつでも分かりやすく教えてもらうことができます。
4. あなたは、十分説明してもらったあと、自分の考えや思いを家族や
　 病院の人に、いつでも伝えることができます。
5. あなたのことで、他の人に知られたくないことがあれば、秘密は守られます。
6. あなたは、病院では、できる限り家族や大切な人と一緒にいることが
    できます。
7. あなたは、病院でも、勉強したり、遊んだりすることができます。

ひと

いちばん

びょうき

じゅうぶんせつめい

びょういん

まも

びょういん

びょういん べんきょう あそ

かぎ かぞく たいせつ ひと いっしょ

ひと つた

ひとほか し ひみつ

じぶん かんが おも かぞく

わ おし

びょうき なお ほうほう

いりょう うあんぜん

たいせつ

かんじゃ やくそく
岐阜県総合医療センターの理念

県民の皆様方に信頼され、患者さん本位の安全で良質な全人的医療
を提供します。

患者さんの権利と責務

1. 平等に安全で良質な医療を受ける権利
2. 十分な説明と助言のもとに自分自身の医療を決定する権利
3. セカンドオピニオンを受ける権利
4. 個人のプライバシーが守られる権利
5. 医療従事者と協力して医療に参加する責務

岐阜県総合医療センターの基本方針

1．岐阜県の基幹病院として急性期を中心とした医療を担当します。
2．科学的根拠に基づく医療の提供と医療安全に努めます。
3．必要な医療情報を広く公開し、医療の信頼性を確保します。
4．地域の医療機関や福祉施設との連携を重視します。
5．迅速かつ確実な医療とともに、効率的な病院運営に努めます。
6．医学的知織、医療技術の研鑽に努め、医学や医療の進歩に寄与し

ます。

岐阜県総合医療センター広報 51

岐阜県総合医療センター広報誌　令和 7年秋号

	●�	令和 7年 10月発行令和 7年 10月発行
	●�	令和 7年　秋号令和 7年　秋号
	●�	  発行責任者　桑原尚志発行責任者　桑原尚志
	●�	編集　総合医療センター広報委員会編集　総合医療センター広報委員会

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は「
今
年
の
夏
は
特
に
暑

い
！
」と
い
う
話
題
で
持
ち
き
り
で
す
。
振
り
返

る
と
毎
年
の
よ
う
に「
今
年
は
特
別
に
暑
い
」と

言
っ
て
い
る
気
が
し
ま
せ
ん
か
？ 
そ
う
で
す
、や

は
り
夏
の
暑
さ
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
原
因
は
地
球
温
暖
化
と
言
わ
れ
ま
す
が
本

当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
私
は
と
き
ど
き「
屋
内

と
屋
外
の
温
度
差
が
広
が
っ
て
い
る
だ
け
で
は
？
」

と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
40
℃
近
い
暑
さ
の

た
め
に
エ
ア
コ
ン
を
強
め
る
→
室
内
の
熱
を
外
に

排
出
す
る
→
屋
外
が
さ
ら
に
暑
く
な
る
→
さ
ら

に
冷
や
す
・・・。こ
の
悪
循
環
は
止
め
ら
れ
ま
せ

ん
。「
こ
の
お
店
ち
ょ
っ
と
冷
え
す
ぎ
!
」と
感
じ

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す︵
当
院
も
よ
く
冷
え
て

い
ま
す
︶。一
度「
今
日
は
日
本
中
エ
ア
コ
ン
禁
止

デ
ー
」を
試
し
て
み
た
ら
外
気
温
も
少
し
下
が
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、現
実
に

は
危
険
す
ぎ
て
実
現
で
き
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

い
っ
た
い
人
類
は
本
当
に
進
歩
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
―
―
い
や
、医
療
の
分
野
に
お
い
て

は
人
類
は
明
ら
か
に
進
歩
し
て
い
ま
す
。
私
が
医

師
に
な
っ
た
こ
ろ︵
30
年
以
上
前
︶は
、ち
ょ
う
ど

C
T
ス
キ
ャ
ン
が
普
及
し
始
め
た
時
期
で
あ
り
、

私
が
専
門
と
す
る
脳
疾
患
に
お
い
て
も
診
断
能

力
は
飛
躍
的
に
高
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
医
師

に
な
り
た
て
の
我
々
が
す
ぐ
に
C
T
検
査
を
行

お
う
と
す
る
と「
ろ
く
に
診
察
も
せ
ず
に
す
ぐ
に

機
械
に
頼
ろ
う
と
す
る
の
は
け
し
か
ら
ん
」と
年

配
の
先
生
に
注
意
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

け
れ
ど
30
分
か
け
て
診
察
を
し
て
診
断
を
得
る

よ
り
、5
分
で
確
定
診
断
を
得
ら
れ
る
C
T
検

査
の
ほ
う
が
間
違
い
な
く
医
療
進
歩
の
賜
物
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
で
も
日
々
医
療
は
進
歩
し
て
い
ま
す
。
当

院
で
も
本
年
度
に
新
し
い
放
射
線
治
療
機
器「
サ

イ
バ
ー
ナ
イ
フ
」が
稼
働
を
始
め
、来
年
は
3
台

あ
る
M
R
I
の
う
ち
1
台
を
最
新
機
種
に
更

新
予
定
で
す
。
全
身
を
短
時
間
で
撮
影
で
き
る

C
T
も
複
数
台
稼
働
し
て
い
ま
す
。
心
臓
カ
テ
ー

テ
ル
検
査
・
治
療
の
デ
バ
イ
ス︵
機
器
︶も
最
新
式

の
も
の
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
手
術

支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ・
ヴ
ィ
ン
チ
」も
導
入
済
み
で

す
。
例
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、当

院
が
世
界
最
高
水
準
の
医
療
を
提
供
で
き
る
施

設
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
私
た
ち
医
療
者
は
、最
新
の
医
療
機

器
や
薬
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
だ
け
で
あ

り
、自
分
た
ち
が
偉
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
も
し「
今
日
は
日
本
中
C
T
ス
キ
ャ
ン
禁

止
デ
ー
」が
制
定
さ
れ
た
ら
、か
つ
て
の
年
配
の

先
生
に
一
理
あ
っ
た
と
改
め
て
思
わ
さ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
謙
虚
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、職
員

一
同
、皆
さ
ま
に
安
心
と
信
頼
を
し
て
い
た
だ
け

る
医
療
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
　
挨
　
拶

岐
阜
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

副
院
長

村
瀬　

悟

1



心臓カテーテル治療（経皮的心房中隔欠損閉鎖術）
小児循環器内科　桑原　直樹

心房中隔欠損とは、右心房と左心房の間の心房中隔という壁に「穴」があいている先天性の心臓病です。大半は無症状

ですが、大きな漏れを放置すれば、将来不整脈や肺高血圧が出現しますので閉鎖が必要になります。治療方法は長らく、

人工心肺を使用し外科的に欠損孔を閉鎖する方法しかありませんでしたが、カテーテル治療による経皮的心房中隔欠損閉

鎖術が開発され、現在では外科手術の代わり第1選択の治療法となっています。カテーテル治療の最大の利点は、患者様

の負担が少なく低侵襲なことです。人工心肺を使用しないため、外科手術が困難な高齢者にも実施可能であり、入院期間

が短く早期の社会復帰が可能になります。加えて疼痛などの苦痛も少なく、胸を切る必要がなく手術の跡が残らないこ

と、術創感染の危険性が低いことなどがあげられます。一方欠点は心房中隔欠損の位置や大きさによっては閉鎖できない

症例があること、金属異物が心内に残ることなどがあげられます。形態に合わせて様々な種類の閉鎖栓（図）が選択可能

となり、当院では小児から成人例まで200例以上の症例に治療を実施し、外科手術と同様良好な成績となっています。

前立腺がんは、日本人男性で最も多いがんです
50歳を過ぎたら、一度はPSA検査を

主任部長 ･泌尿器科部長 ･泌尿器内視鏡科部長　仲野　正博
前立腺がんは日本人男性で最も多いがんです。2021年の全国がん登録によると、

1年間に約9万5千人が新たに診断され、男性のがんの中で診断される人が最も多

いがんとなっています。年々増加しており、特に50歳以降の方に多く見られます。

早期には自覚症状がほとんどないため、気づかれにくいのが特徴です。

診断のきっかけとして広く利用されているのが、血液で測定する PSA（前立

腺特異抗原）検査 です。PSAが高いからといってすぐに前立腺がんとは限らず、

前立腺肥大症や炎症でも数値が上がることがあります。そのため、まずは再検査

や泌尿器科での診察を行います。高値が続く場合には 前立腺MRIを行い、がん

が疑われる部位があるかを確認します。さらに、前立腺生検で組織を採取し、顕微鏡で調べて確定診断します。

前立腺生検は診断に不可欠ですが、まれに発熱や敗血症、血尿、排尿困難などの合併症を起こすことがあります。その

ため抗菌薬で予防を行い、当院では1泊2日の入院で実施しています。

PSA検査は健康診断のオプションや人間ドック、かかりつけ医でも受けられます。「症状がないから大丈夫」と思わず、

50歳を過ぎたら一度は検査を受けてみてください。

＜前立腺癌検診の流れ＞
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【岐阜県総合医療センター健康祭 2025】のご案内
開催日時：2025年11月８日（土）13：00～16：30

★体験イベント

イベント❶・❷は事前のお申し込みが必要です。右のQRコードからお申し込みください。
お申し込み受付：10月８日～10月17日

❶手術体験 ※要申込
 　電気メスや針、糸を使って縫い合わせにチャレンジ。手術室でお医者さんみたいに手術を体験してみよう！
　◆場所…南棟３F手術室　　◆対象…小中学生　　◆定員…20名
❷院内ツアー看護体験 ※要申込
　 看護師の仕事を見て・触れて・体験することができます。いつもは入ることができない病院の中を探検してみよう！

　◆場所…南棟２F　　　　　◆対象…中高生　　　◆定員…20名
❸内視鏡検査体験 ※申込不要

　 実際に医療で使用する内視鏡を使って、胃や大腸モデルの中をのぞいてみませんか？
　 医療技術の進歩を体験してみよう！

　◆場所…南棟４F　13：00～16：30

★ステージイベント

本館１F会計前ホール
13:10～ 富田学園 吹奏楽部「コンサート」
16:00～ 和太鼓  - 欅(けやき)-「和太鼓演奏」

★ミニレクチャー ※申込不要

南棟４F　14:00～15:00
●認知症の早期診断の重要性とアルツハイマー病の新しい治療 ……………………………… 脳神経内科　西田　浩
●骨折を予防するための生活習慣 ………………………………………………………………… 整形外科　　赤塚　將
●気づいた時がチャンス！糖尿病の早期発見と早めの治療 …………………………………… 糖尿病内科　齊藤　純
●脈がバラバラ…それって大丈夫？～心房細動とカテーテル治療～ ………………………… 循環器内科　武藤　功甫

★測定・体験・展示ブース ※申込不要

南棟４F　13:00～16:30
●調剤体験・お薬実験　●骨密度測定　●超音波体験　●ロコモ体験・利き手交換体験
●医療機器操作体験　　●災害食体験　●沐浴体験・妊婦体験・パネル展示
南棟１F　13:00～16:00
●高精度放射線治療・CT体験

皆 様 の お 越 し を お 待 ち し て お り ま す ！

全ての病床の床頭台をリニューアルしました。

入院患者さんにより良い環境を提供するため、6/23～6/25にすべての病床の床頭台

（544台）を最新のものに入れ替えました。

新しい床頭台の特徴は

・利用料金はプリペイドカード方式から日額定額制（1日400円）に変更となり、プリ

　ペイドカードの残高を気にすることなく利用できるようになりました。

・床頭台上部に収納棚を新設、鍵付き保管庫の大きさをノートパソコンが入る大きさ

　に拡充し安心して貴重品を管理できるようにしました。

・新たにピクトグラム端末を導入し、患者状態、検査結果など各種情報の把握が可能

　となり、バイタル情報の入力や測定器からのバイタル連携が可能となりました。
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広報紙「けんこう」第 51 号をお届けします。
当センターでは、みなさまの「けんこう」に繋がる情報を年２回お届けしています。
取り上げてほしい情報などありましたら、お気軽にご意見をお寄せください。

この印刷物は環境にやさしい
大豆油インクを使用しています。

看護部からのお知らせ看護部からのお知らせ

患者さんの希望を地域へつなぐ退院支援を目指して
退院支援室

　当院は高度医療を担う急性期の総合病院です。退院支援室では主治医の指示のもと、医療を受けられ治療の目処がたつ

頃にご希望をうかがい、住み慣れた地域への退院・転院を目指しています。

　退院支援室は、医療ソーシャルワーカー (MSW)7 名と退院支援看護師４名で各病棟を担当しています。MSW は社会

資源や福祉制度など専門的な説明を、看護師は意思決定支援を得意とし互いに協力し合い支援を行っています。昨年度の

退院調整件数は計 1927 件、うち転院 1078 件 (55.9％）、施設 185 件

(9.6％）、在宅 542 件 (28.1％）の転院・退院支援をいたしました。

　皆様が安心して安全に退院できますよう、かかりつけ医のある方はか

かりつけ医に、リハビリが必要な方はリハビリ強化型の病院に、在宅を

ご希望の方は医療があっても安心・安全にお過ごしできるよう地域と連

携し退院調整を行っています。

　今後も多職種で考え話し合い、ご希望に添った療養や生活が継続でき

るような支援を目指します。

岐阜県総合医療センター　広報委員会
〒 500-8717　岐阜市野一色 4 丁目 6 番 1 号
TEL.058-246-1111　FAX.058-248-3805
E メールアドレス　info@gifu-hp.jp
ホームページアドレス　https://www.gifu-hp.jp

　「フレイル」という言葉を耳にしたことはありませんか？
以下の項目に3つ以上当てはまる方はフレイルと診断されます。(改訂J-CHS基準)

　　　

　「フレイル」とは加齢に伴って心身の活力が低下した
状態を指す言葉です。健康な状態と要介護状態の中間の
状態で適切な対策をすれば、元の健康な状態に戻れる可
能性があるのが特徴です。
　図にある通りフレイルには3つの要素があります。毎
日3食しっかり摂り、十分な栄養を確保すること、家族や友人と楽しく交流すること、そして無
理のない適度な運動を続けることが元気に歳を重ねるための大切なポイントです。食事では「主
食･主菜･副菜」をそろえるよう心掛けると、より効果的にバランスが取れます。ぜひ日々の生
活の中で、栄養･交流･運動の3つを意識してみましょう。

がんによる死亡
者数を減少させ
るためには、

早期発見
早期治療
が重要です

毎年毎年1010月は月は
がん検診がん検診
受診率向上受診率向上
キャンぺーンキャンぺーン

こんにち
は

こんにち
は 栄養部です栄養部です

～フレイルってなに？元気に歳を重ねるヒント～ 第48回

□6か月で、2kg以上の意図しない体重減少がある
□握力が男性で28kg未満、女性18kg未満
□ここ2週間わけもなく疲れたような感じがする
□通常歩行速度1.0m/秒未満
□下記の2ついずれも「週1回もしていない」
　①軽い運動･体操をしていますか？
　②定期的な運動･スポーツをしていますか？
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